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メッセージ

＜活動の紹介＞
がん看護専門看護師，認定心理士として臨床での活動も継続している。臨床での実践能力を教
育に活かすことを強みとして，専門看護師コースの学生教育に携わりたいと考えている。
＜学生へのメッセージ＞
臨床において，日々自分の行っているケアに「これでいいのだろうか」と問いかけながら進んでき
ました。「自分らしく生きる」ことを支えるケア，患者さんの「苦悩に寄り添うこと」，答えがないから
こそ学び続け，スキルを磨くことが必要とされます。そして，そこに面白さ，楽しさもあると実感して
います。この想いを皆さんに伝えたいと思っています。
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